
研 究成 果 の紹 介

ねらいと成果

昨年来、原油価格が高騰 してお り、加温が必要

なカーネーションの経営を圧迫している。そこで、

暖房経費削減と品質向上を目的にカーネーション

2年 切 り栽培において電気式 (空気‐空気型)ヒ

ー トポンプ空調機 (いわゆる汎用大型クーラー)

を利用した冷暖房を実施した。その結果、ヒー ト

ポンプによる冷暖房は、カーネーションの栽培に

おいて問題なく利用できることがわかったが、同

時に、夏期夜間25℃程度の冷房については効果が

低いことが明らかとなった。

内 容

2007年 7月 より100面 のガラス温室において、

ヒー トポンプ (ダイキンエ業 (株)製 空調機10馬

力 1台 設置)で 夏期の高温時 (7月 ～ 9月 初旬)

に夜間冷房 (25℃)す ることにより、秋期 (9～

12月)の 1番 花の品質改善を試みた。同時に、冬

期 (1～ 4月 )の 夜間暖房をヒー トポンプで行っ

た場合の生青、収量を温湯暖房と比較 した。

その結果、ヒー トポンプにより安定して夏期夜

温25℃を保つことができたが、冷房開始衛日後 (2

回目の切 り返し弘日後)の カーネーション品種 「ノ

ラJl株 当たりの萌芽は、ヒー トポンプ冷暖房区

が751本 、対照区が749本 で差がなかった。

また、 9月 ～12月の 1拭 (ベンチ面積)当 たり
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の収穫本数はヒー トポンプ冷暖房区が1196本 に

対 し、対照区が1157本 とほぼ同じであつた。

ヒー トポンプによる暖房効果は外気温が高い場

合には十分なものであったが、外気温が低 くなる

と、室外機の除霜運転により、一時的に室温が極

端に低下した (図)。

9月 から5月 までの収量合計はヒー トポンプ冷

暖房区、重油ボイラーによる温湯暖房区に差が無

かった (データ略)。 切 り花品質は4月 から5月

までのヒー トポンプ冷暖房区が温湯暖房区より切

り花長が長 くなった (表)。

これらの結果から、ヒー トポンプによる暖房と

ボイラーによる温湯暖房に、収量、品質に大 きな

差はなく、電力料金を基本料金1,029円/kW、 電

力量料金1041円 /kWh、 燃料調整額046円 /kWh

とし、A重 油料金を85円/Lと仮定すると、 2月 5

日から3月 3日 までのガラス温室 1棟 100面での

電力料金は23.825円であ り、温湯ボイラーの使用

重油料金は74,375円で、ヒー トポンプの運転コス

トのほうが経済的であった。

今後の方針

暖房運転経費は、現在の重油価格であれば、ヒ

ー トポンプ利用がより低コス トであ り、導入検討

に値すると考えられる。今後は、導入コス トを含

めた費用計算や、機材ごとの検討が重要である。
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表 ヒートポンプによる冷暖房が切り花品質に及ぼす影響
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